[bookmark: _GoBack]京都府 山城北医療圏における平成30年度病床機能報告　速報値

	病床の機能区分
	平成30年度病床機能報告
（H30.7.1現在）
	令和元年度病床機能報告
（R1.7.1現在）
	将来推計

	
	分析前（Ａ）
	分析後（Ｂ）
	増減
(Ｂ－Ａ)
	計（Ｃ）
	増減
（Ｃ－Ｂ）
	国推計値
令和７年(2025年)
	地域包括ケア構想の目標

	高度急性期
	２５５
	２５５
	6.71%
	
	２６７
	7.10%
	１２
	7.11%
	〇新たに病床を　整備
〇回復期機能を　充実

	急性期
	１３８６
	１３０４
	34.32%
	▲８２
	１３０３
	34.68%
	▲　１　
	27.60%
	

	回復期
	小計
	７０３
	７８５
	20.66%
	８２
	７３７
	19.61%
	▲４８
	27.39%
	

	
	地域急性期（仮）
	
	(８２)
	
	
	(８３)
	
	
	
	

	
	回復期
	(７０３)
	(７０３)
	
	
	(６５４)
	
	
	
	

	慢性期
	１３９８
	１３９８
	36.79%
	
	１３９３
	37.07%
	▲　５
	37.90%
	

	休棟中等
	５７
	５７
	1.50%
	
	５７
	1.51%
	
	―
	

	合計
	３７９９
	３７９９
	100.00%
	
	３７５７
	100.00%
	▲４２
	100.00%
	



京都府保健医療計画（平成３０年３月策定）抜粋
	病床種別
	区域
	基準病床数（Ａ）
	既存病床数（Ｂ）
(H29.12月現在)
	差引
(Ｂ－Ａ)

	一般病床・療養病床
	山城北保健所
	４０６４
	３７４９
	▲３１５




医療法人徳洲会　宇治徳洲会病院　【京都方式区分：区分Ｃ(５病棟以上、重症度のしきい値22％未満)】

平成30年度の病床機能報告
	病棟名
	平成３０年７月１日時点
	入院基本料・特定入院料
	一般病棟用の重症度、医療・看護必要度を満たす患者割合
	京都方式
分析結果
	令和元年７月１日時点

	
	医療機能
	許可
病床数
	
	病室単位
	
	
	医療機能
	許可
病床数

	ＩＣＵ
	高度急性期
	１０
	特定集中治療室管理料１
	
	―
	
	高度急性期
	１０
	高度急性期
	１０

	ＮＩＣＵ
	高度急性期
	９
	新生児特定集中治療室管理料２
	
	―
	
	高度急性期
	９
	高度急性期
	９

	救命救急センター
	高度急性期
	２４
	救命救急入院料３
	
	―
	
	高度急性期
	２４
	高度急性期
	２８

	心臓センター
	急性期
	５０
	急性期一般入院料１
	
	47.8
	
	急性期
	５０
	高度急性期
	８

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	急性期
	４２

	３西
	急性期
	３９
	急性期一般入院料１
	
	14.5
	
	急性期
	３９
	急性期
	３９

	５西
	急性期
	３９
	急性期一般入院料１
	小児入院医療管理料４
（２０床）
	19.7
	
	急性期
	３９
	急性期
	３９

	５東
	急性期
	４２
	急性期一般入院料１
	
	38.6
	
	急性期
	４２
	急性期
	４２

	６西
	急性期
	５２
	急性期一般入院料１
	
	36.9
	
	急性期
	５２
	急性期
	５１

	６東
	急性期
	５２
	急性期一般入院料１
	
	36.1
	
	急性期
	５２
	急性期
	５１

	７東
	急性期
	５２
	急性期一般入院料１
	
	32.3
	
	急性期
	５２
	急性期
	５１

	８東
	急性期
	５２
	急性期一般入院料１
	
	31.4
	
	急性期
	５２
	急性期
	５１


（〇：地域急性期（仮）とみなす）

医療法人徳洲会　宇治徳洲会病院　【京都方式区分：区分Ｃ(５病棟以上、重症度のしきい値22％未満)】

平成30年度の病床機能報告
	病棟名
	平成３０年７月１日時点
	入院基本料・特定入院料
	一般病棟用の重症度、医療・看護必要度を満たす患者割合
	京都方式
分析結果
	令和元年７月１日時点

	
	医療機能
	許可
病床数
	
	病室単位
	
	
	医療機能
	許可
病床数

	緩和ケア
	急性期
	１２
	緩和ケア病棟入院料１
	
	0.0
	
	急性期
	１２
	急性期
	１２

	回復期リハビリテーション
	回復期
	４０
	回復期リハビリテーション病棟入院料１
	
	0.0
	
	回復期
	４０
	回復期
	４０


（〇：地域急性期（仮）とみなす）
※　400床以上の地域医療支援病院は、病院全体における重症度が25％以上の場合は、しきい値未満でも「急性期」に区分
→　一般病棟用の重症度、医療・看護必要度を満たす患者割合：32.1％


	病床の機能区分
	分析前
	分析後
	分析増減
	Ｒ１
	増減

	高度急性期
	４３
	４３
	
	５５
	１２

	急性期
	３９０
	３９０
	
	３７８
	▲１２

	回復期
	４０
	４０
	
	４０
	

	慢性期
	
	
	
	
	

	休棟中等
	
	
	
	
	

	合計
	４７３
	４７３
	
	４７３
	



※　急性期　→　高度急性期（平成30年10月～　ＨＣＵ　８床）
※　急性期　→　高度急性期（平成30年12月～　４床）

宇治おうばく病院　【京都方式区分：区分Ｄ(４病棟以下、重症度のしきい値12％未満)】

平成30年度の病床機能報告
	病棟名
	平成３０年７月１日時点
	入院基本料・特定入院料
	一般病棟用の重症度、医療・看護必要度を満たす患者割合
	京都方式
分析結果
	令和元年７月１日時点

	
	医療機能
	許可
病床数
	
	病室単位
	
	
	医療機能
	許可
病床数

	Ａ８病棟
	急性期
	４２
	地域一般入院料３
	
	0.0
	○
	回復期
	４２
	―
	―

	Ａ７病棟
	慢性期
(医療療養病床)
	５８
	療養病棟入院料１
	
	―
	
	慢性期
	５８
	慢性期
	５８

	Ｃ７病棟
(介護療養病棟「むつみ」)
	慢性期
(介護療養病床)
	６０
	
	
	―
	
	慢性期
	６０
	慢性期
	６０


（〇：地域急性期（仮）とみなす）

	病床の機能区分
	分析前
	分析後
	分析増減
	Ｒ１
	増減

	高度急性期
	
	
	
	
	

	急性期
	４２
	
	▲４２
	
	

	回復期
	
	４２
	４２
	
	▲４２

	慢性期
	１１８
	１１８
	
	１１８
	

	休棟中等
	
	
	
	
	

	合計
	１６０
	１６０
	
	１１８
	


※　一般病床　　　42床減　（令和元年 4月～）
※　介護医療院　　60床転換（令和元年10月～）




医療法人長安会　中村病院　【京都方式区分：区分Ｄ(４病棟以下、重症度のしきい値12％未満)】

平成30年度の病床機能報告
	病棟名
	平成３０年７月１日時点
	入院基本料・特定入院料
	一般病棟用の重症度、医療・看護必要度を満たす患者割合
	京都方式
分析結果
	令和元年７月１日時点

	
	医療機能
	許可
病床数
	
	病室単位
	
	
	医療機能
	許可
病床数

	２階病棟
	慢性期
(医療療養病床)
	５３
	療養病棟入院料１
	
	―
	
	慢性期
	５３
	慢性期
	５３

	３階病棟
	慢性期
(医療療養病床)
	５０
	療養病棟入院料１
	
	―
	
	慢性期
	５０
	慢性期
	５０


（〇：地域急性期（仮）とみなす）

	病床の機能区分
	分析前
	分析後
	分析増減
	Ｒ１
	増減

	高度急性期
	
	
	
	
	

	急性期
	
	
	
	
	

	回復期
	
	
	
	
	

	慢性期
	１０３
	１０３
	
	１０３
	

	休棟中等
	
	
	
	
	

	合計
	１０３
	１０３
	
	１０３
	





宇治武田病院　【京都方式区分：区分Ｄ(４病棟以下、重症度のしきい値12％未満)】

平成30年度の病床機能報告
	病棟名
	平成３０年７月１日時点
	入院基本料・特定入院料
	一般病棟用の重症度、医療・看護必要度を満たす患者割合
	京都方式
分析結果
	令和元年７月１日時点

	
	医療機能
	許可
病床数
	
	病室単位
	
	
	医療機能
	許可
病床数

	２階病棟
	急性期
	４６
	急性期一般入院料４
	
	40.8
	
	急性期
	４６
	急性期
	４６

	３階Ａ病棟
	急性期
	４３
	急性期一般入院料４
	
	15.4
	
	急性期
	４３
	急性期
	４３

	３階Ｂ病棟
	急性期
	４５
	急性期一般入院料４
	地域包括ケア入院医療管理料１（８床）
	15.4
	
	急性期
	４５
	急性期
	４５

	５階病棟
	急性期
	４３
	急性期一般入院料４
	
	44.9
	
	急性期
	４３
	回復期
	４３


（〇：地域急性期（仮）とみなす）

	病床の機能区分
	分析前
	分析後
	分析増減
	Ｒ１
	増減

	高度急性期
	
	
	
	
	

	急性期
	１７７
	１７７
	
	１３４
	▲４３

	回復期
	
	
	
	４３
	４３

	慢性期
	
	
	
	
	

	休棟中等
	
	
	
	
	

	合計
	１７７
	１７７
	
	１７７
	





社会福祉法人あじろぎ会　宇治病院　【京都方式区分：区分Ｄ(４病棟以下、重症度のしきい値12％未満)】

平成30年度の病床機能報告
	病棟名
	平成３０年７月１日時点
	入院基本料・特定入院料
	一般病棟用の重症度、医療・看護必要度を満たす患者割合
	京都方式
分析結果
	令和元年７月１日時点

	
	医療機能
	許可
病床数
	
	病室単位
	
	
	医療機能
	許可
病床数

	２西病棟
	急性期
	５０
	急性期一般入院料６
	
	21.9
	
	急性期
	５０
	急性期
	５０

	２東病棟
	回復期
	４７
	障害者施設等１０対１入院基本料
	
	―
	
	回復期
	４７
	慢性期
	４７

	３西病棟
	回復期
	４３
	障害者施設等１０対１入院基本料
	
	―
	
	回復期
	４３
	慢性期
	４３

	３東病棟
	慢性期
(医療療養病床)
	５６
	療養病棟入院料１
	
	―
	
	慢性期
	５６
	慢性期
	５６

	４東病棟
	慢性期
(医療療養病床)
	５７
	療養病棟入院料１
	
	―
	
	慢性期
	５７
	慢性期
	５７


（〇：地域急性期（仮）とみなす）

	病床の機能区分
	分析前
	分析後
	分析増減
	Ｒ１
	増減

	高度急性期
	
	
	
	
	

	急性期
	５０
	５０
	
	５０
	

	回復期
	９０
	９０
	
	
	▲９０

	慢性期
	１１３
	１１３
	
	２０３
	９０

	休棟中等
	
	
	
	
	

	合計
	２５３
	２５３
	
	２５３
	





医療法人和松会　六地蔵総合病院　【京都方式区分：区分Ｄ(４病棟以下、重症度のしきい値12％未満)】

平成30年度の病床機能報告
	病棟名
	平成３０年７月１日時点
	入院基本料・特定入院料
	一般病棟用の重症度、医療・看護必要度を満たす患者割合
	京都方式
分析結果
	令和元年７月１日時点

	
	医療機能
	許可
病床数
	
	病室単位
	
	
	医療機能
	許可
病床数

	Ｓ２病棟
	急性期
	４６
	急性期一般入院料６
	
	24.3
	
	急性期
	４６
	急性期
	４６

	Ｎ２病棟
	回復期
	５０
	回復期リハビリテーション病棟入院料１
	
	―
	
	回復期
	５０
	回復期
	５０

	Ｎ３病棟
	回復期
	６０
	地域包括ケア病棟入院料２
	
	―
	
	回復期
	６０
	回復期
	６０

	Ｓ３病棟
	慢性期
	４３
	障害者施設等１３対１入院基本料
	
	―
	
	慢性期
	４３
	慢性期
	４３


（〇：地域急性期（仮）とみなす）

	病床の機能区分
	分析前
	分析後
	分析増減
	Ｒ１
	増減

	高度急性期
	
	
	
	
	

	急性期
	４６
	４６
	
	４６
	

	回復期
	１１０
	１１０
	
	１１０
	

	慢性期
	４３
	４３
	
	４３
	

	休棟中等
	
	
	
	
	

	合計
	１９９
	１９９
	
	１９９
	





医療法人社団一心会　都倉病院　【京都方式区分：区分Ｄ(４病棟以下、重症度のしきい値12％未満)】

平成30年度の病床機能報告
	病棟名
	平成３０年７月１日時点
	入院基本料・特定入院料
	一般病棟用の重症度、医療・看護必要度を満たす患者割合
	京都方式
分析結果
	令和元年７月１日時点

	
	医療機能
	許可
病床数
	
	病室単位
	
	
	医療機能
	許可
病床数

	一般病棟
	急性期
	３５
	急性期一般入院料６
	

	20.2
	
	急性期
	３５
	急性期
	３５

	療養病棟
	慢性期
(医療療養病床)
	２０
	療養病棟入院料１
	

	―
	
	慢性期
	２０
	慢性期
	２０


（〇：地域急性期（仮）とみなす）

	病床の機能区分
	分析前
	分析後
	分析増減
	Ｒ１
	増減

	高度急性期
	
	
	
	
	

	急性期
	３５
	３５
	
	３５
	

	回復期
	
	
	
	
	

	慢性期
	２０
	２０
	
	２０
	

	休棟中等
	
	
	
	
	

	合計
	５５
	５５
	
	５５
	




医療法人仁心会　宇治川病院　【京都方式区分：区分Ｄ(４病棟以下、重症度のしきい値12％未満)】

平成30年度の病床機能報告
	病棟名
	平成３０年７月１日時点
	入院基本料・特定入院料
	一般病棟用の重症度、医療・看護必要度を満たす患者割合
	京都方式
分析結果
	令和元年７月１日時点

	
	医療機能
	許可
病床数
	
	病室単位
	
	
	医療機能
	許可
病床数

	Ⅰ病棟
	慢性期
	６０
	障害者施設等１０対１入院基本料
	
	―
	
	慢性期
	６０
	慢性期
	６０

	Ⅱ病棟
	慢性期
	６０
	障害者施設等１０対１入院基本料
	
	―
	
	慢性期
	６０
	慢性期
	６０

	Ⅲ病棟
	慢性期
	５９
	障害者施設等１０対１入院基本料
	
	―
	
	慢性期
	５９
	慢性期
	５９


（〇：地域急性期（仮）とみなす）

	病床の機能区分
	分析前
	分析後
	分析増減
	Ｒ１
	増減

	高度急性期
	
	
	
	
	

	急性期
	
	
	
	
	

	回復期
	
	
	
	
	

	慢性期
	１７９
	１７９
	
	１７９
	

	休棟中等
	
	
	
	
	

	合計
	１７９
	１７９
	
	１７９
	





医療法人啓信会　京都きづ川病院　【京都方式区分：区分Ｃ(５病棟以上、重症度のしきい値22％未満)】

平成30年度の病床機能報告
	病棟名
	平成３０年７月１日時点
	入院基本料・特定入院料
	一般病棟用の重症度、医療・看護必要度を満たす患者割合
	京都方式
分析結果
	令和元年７月１日時点

	
	医療機能
	許可
病床数
	
	病室単位
	
	
	医療機能
	許可
病床数

	２階中央
	急性期
	５２
	急性期一般入院料１
	
	54.4
	
	急性期
	５２
	急性期
	５２

	３階北
	急性期
	５１
	急性期一般入院料１
	
	35.6
	
	急性期
	５１
	急性期
	５１

	３階南
	急性期
	４７
	急性期一般入院料１
	
	51.3
	
	急性期
	４７
	急性期
	４７

	１階リエゾン
	回復期
	５０
	回復期リハビリテーション病棟入院料１
	
	―
	
	回復期
	５０
	回復期
	５０

	２階リエゾン
	回復期
	５４
	地域包括ケア病棟入院料２
	
	14.5
	
	回復期
	５４
	回復期
	５４

	３階リエゾン
	慢性期
	５３
	障害者施設等１３対１入院基本料
	
	64.0
	
	慢性期
	５３
	慢性期
	５３


（〇：地域急性期（仮）とみなす）

	病床の機能区分
	分析前
	分析後
	分析増減
	Ｒ１
	増減

	高度急性期
	
	
	
	
	

	急性期
	１５０
	１５０
	
	１５０
	

	回復期
	１０４
	１０４
	
	１０４
	

	慢性期
	５３
	５３
	
	５３
	

	休棟中等
	
	
	
	
	

	合計
	３０７
	３０７
	
	３０７
	





京都府立心身障害者福祉センター附属リハビリテーション病院　
【京都方式区分：区分Ｄ(４病棟以下、重症度のしきい値12％未満)】

平成30年度の病床機能報告
	病棟名
	平成３０年７月１日時点
	入院基本料・特定入院料
	一般病棟用の重症度、医療・看護必要度を満たす患者割合
	京都方式
分析結果
	令和元年７月１日時点

	
	医療機能
	許可
病床数
	
	病室単位
	
	
	医療機能
	許可
病床数

	病棟
	回復期
	２５
	地域一般入院料３
	
	―
	
	回復期
	２５
	回復期
	２５


（〇：地域急性期（仮）とみなす）

	病床の機能区分
	分析前
	分析後
	分析増減
	Ｒ１
	増減

	高度急性期
	
	
	
	
	

	急性期
	
	
	
	
	

	回復期
	２５
	２５
	
	２５
	

	慢性期
	
	
	
	
	

	休棟中等
	
	
	
	
	

	合計
	２５
	２５
	
	２５
	




独立行政法人国立病院機構　南京都病院　【京都方式区分：区分Ｃ(５病棟以上、重症度のしきい値22％未満)】

平成30年度の病床機能報告
	病棟名
	平成３０年７月１日時点
	入院基本料・特定入院料
	一般病棟用の重症度、医療・看護必要度を満たす患者割合
	京都方式
分析結果
	令和元年７月１日時点

	
	医療機能
	許可
病床数
	
	病室単位
	
	
	医療機能
	許可
病床数

	西病棟５階（一般）
	急性期
	４０
	急性期一般入院料７
	
	18.7
	○
	回復期
	４０
	回復期
	４０

	西病棟４階
	回復期
	６０
	障害者施設等７対１入院基本料
	
	―
	
	回復期
	６０
	回復期
	６０

	西病棟１階
	慢性期
	６０
	障害者施設等７対１入院基本料
	
	―
	
	慢性期
	６０
	慢性期
	６０

	西病棟２階
	慢性期
	６０
	障害者施設等７対１入院基本料
	
	―
	
	慢性期
	６０
	慢性期
	６０

	西病棟３階
	慢性期
	６０
	障害者施設等７対１入院基本料
	
	―
	
	慢性期
	６０
	慢性期
	６０

	東病棟２階
	休棟中
	２０
	
	
	
	
	休棟中
	２０
	休棟中
	２０


（〇：地域急性期（仮）とみなす）

	病床の機能区分
	分析前
	分析後
	分析増減
	Ｒ１
	増減

	高度急性期
	
	
	
	
	

	急性期
	４０
	
	▲４０
	
	

	回復期
	６０
	１００
	４０
	１００
	

	慢性期
	１８０
	１８０
	
	１８０
	

	休棟中等
	２０
	２０
	
	２０
	

	合計
	３００
	３００
	
	３００
	





一般財団法人本願寺ビハーラ医療福祉会　あそかビハーラ病院　
【京都方式区分：区分Ｄ(４病棟以下、重症度のしきい値12％未満)】

平成30年度の病床機能報告
	病棟名
	平成３０年７月１日時点
	入院基本料・特定入院料
	一般病棟用の重症度、医療・看護必要度を満たす患者割合
	京都方式
分析結果
	令和元年７月１日時点

	
	医療機能
	許可
病床数
	
	病室単位
	
	
	医療機能
	許可
病床数

	病棟
	慢性期
	２８
	緩和ケア病棟入院料１
	
	0.0
	
	慢性期
	２８
	慢性期
	２８


（〇：地域急性期（仮）とみなす）

	病床の機能区分
	分析前
	分析後
	分析増減
	Ｒ１
	増減

	高度急性期
	
	
	
	
	

	急性期
	
	
	
	
	

	回復期
	
	
	
	
	

	慢性期
	２８
	２８
	
	２８
	

	休棟中等
	
	
	
	
	

	合計
	２８
	２８
	
	２８
	





医療法人萌友会　ほうゆうリハビリテーション病院　
【京都方式区分：区分Ｄ(４病棟以下、重症度のしきい値12％未満)】

平成30年度の病床機能報告
	病棟名
	平成３０年７月１日時点
	入院基本料・特定入院料
	一般病棟用の重症度、医療・看護必要度を満たす患者割合
	京都方式
分析結果
	令和元年７月１日時点

	
	医療機能
	許可
病床数
	
	病室単位
	
	
	医療機能
	許可
病床数

	Ａ病棟
	急性期
	４７
	急性期一般入院料６
	地域包括ケア入院医療管理料３（１３床）
	16.0
	
	急性期
	４７
	急性期
	４７

	Ｂ病棟
	慢性期
(医療療養病床)
	４１
	療養病棟入院料１
	
	―
	
	慢性期
	４１
	回復期
	４１


（〇：地域急性期（仮）とみなす）

	病床の機能区分
	分析前
	分析後
	分析増減
	Ｒ１
	増減

	高度急性期
	
	
	
	
	

	急性期
	４７
	４７
	
	４７
	

	回復期
	
	
	
	４１
	４１

	慢性期
	４１
	４１
	
	
	▲４１

	休棟中等
	
	
	
	
	

	合計
	８８
	８８
	
	８８
	



※　名称変更　医療法人正信会　ほうゆう病院　→　医療法人萌友会　ほうゆうリハビリテーション病院（令和元年８月～）
※　急性期　→　回復期（令和元年 9月～）

社会医療法人美杉会　男山病院　【京都方式区分：区分Ｃ(５病棟以上、重症度のしきい値22％未満)】

平成30年度の病床機能報告
	病棟名
	平成３０年７月１日時点
	入院基本料・特定入院料
	一般病棟用の重症度、医療・看護必要度を満たす患者割合
	京都方式
分析結果
	令和元年７月１日時点

	
	医療機能
	許可
病床数
	
	病室単位
	
	
	医療機能
	許可
病床数

	１病棟
	急性期
	４９
	急性期一般入院料１
	
	41.1
	
	急性期
	４９
	急性期
	４９

	３病棟
	急性期
	４７
	急性期一般入院料１
	
	36.9
	
	急性期
	４７
	急性期
	４７

	４病棟
	急性期
	３１
	急性期一般入院料１
	
	37.4
	
	急性期
	３１
	急性期
	３１

	２病棟
	回復期
	４７
	回復期リハビリテーション病棟入院料１
	
	0.0
	
	回復期
	４７
	回復期
	４７

	５病棟
	慢性期
	２５
	緩和ケア病棟入院料１
	
	―
	
	慢性期
	２５
	慢性期
	２５


（〇：地域急性期（仮）とみなす）

	病床の機能区分
	分析前
	分析後
	分析増減
	Ｒ１
	増減

	高度急性期
	
	
	
	
	

	急性期
	１２７
	１２７
	
	１２７
	

	回復期
	４７
	４７
	
	４７
	

	慢性期
	２５
	２５
	
	２５
	

	休棟中等
	
	
	
	
	

	合計
	１９９
	１９９
	
	１９９
	





社会医療法人美杉会　みのやま病院　【京都方式区分：区分Ｄ(４病棟以下、重症度のしきい値12％未満)】

平成30年度の病床機能報告
	病棟名
	平成３０年７月１日時点
	入院基本料・特定入院料
	一般病棟用の重症度、医療・看護必要度を満たす患者割合
	京都方式
分析結果
	令和元年７月１日時点

	
	医療機能
	許可
病床数
	
	病室単位
	
	
	医療機能
	許可
病床数

	２階病棟
	慢性期
	５０
	障害者施設等１０対１入院基本料
	
	―
	
	慢性期
	５０
	慢性期
	５０



（〇：地域急性期（仮）とみなす）

	病床の機能区分
	分析前
	分析後
	分析増減
	Ｒ１
	増減

	高度急性期
	
	
	
	
	

	急性期
	
	
	
	
	

	回復期
	
	
	
	
	

	慢性期
	５０
	５０
	
	５０
	

	休棟中等
	
	
	
	
	

	合計
	５０
	５０
	
	５０
	




医療法人社団医聖会　京都八幡病院　【京都方式区分：区分Ｄ(４病棟以下、重症度のしきい値12％未満)】

平成30年度の病床機能報告
	病棟名
	平成３０年７月１日時点
	入院基本料・特定入院料
	一般病棟用の重症度、医療・看護必要度を満たす患者割合
	京都方式
分析結果
	令和元年７月１日時点

	
	医療機能
	許可
病床数
	
	病室単位
	
	
	医療機能
	許可
病床数

	３病棟
	慢性期
	６０
	障害者施設等１５対１入院基本料
	
	―
	
	慢性期
	６０
	慢性期
	６０

	５病棟
	慢性期
(医療療養病床)
	６０
	療養病棟入院料２
	
	―
	
	慢性期
	６０
	慢性期
	６０

	２病棟
	休棟中
	３６
	
	
	―
	
	休棟中
	３６
	休棟中
	３６


（〇：地域急性期（仮）とみなす）

	病床の機能区分
	分析前
	分析後
	分析増減
	Ｒ１
	増減

	高度急性期
	
	
	
	
	

	急性期
	
	
	
	
	

	回復期
	
	
	
	
	

	慢性期
	１２０
	１２０
	
	１２０
	

	休棟中等
	３６
	３６
	
	３６
	

	合計
	１５６
	１５６
	
	１５６
	




医療法人社団医聖会　八幡中央病院　【京都方式区分：区分Ｄ(４病棟以下、重症度のしきい値12％未満)】

平成30年度の病床機能報告
	病棟名
	平成３０年７月１日時点
	入院基本料・特定入院料
	一般病棟用の重症度、医療・看護必要度を満たす患者割合
	京都方式
分析結果
	令和元年７月１日時点

	
	医療機能
	許可
病床数
	
	病室単位
	
	
	医療機能
	許可
病床数

	３階病棟
	急性期
	５０
	急性期一般入院料６
	
	43.7
	
	急性期
	５０
	急性期
	５０

	５階病棟
	回復期
	４８
	地域一般入院料１
	
	0.0
	
	回復期
	４８
	回復期
	４８

	西病棟
	慢性期
(医療療養病床)
	５２
	療養病棟入院料２
	
	―
	
	慢性期
	５２
	慢性期
	５２


（〇：地域急性期（仮）とみなす）

	病床の機能区分
	分析前
	分析後
	分析増減
	Ｒ１
	増減

	高度急性期
	
	
	
	
	

	急性期
	５０
	５０
	
	５０
	

	回復期
	４８
	４８
	
	４８
	

	慢性期
	５２
	５２
	
	５２
	

	休棟中等
	
	
	
	
	

	合計
	１５０
	１５０
	
	１５０
	


※　急性期　→　回復期（令和元年 8月～）


医療法人芳松会　田辺病院　【京都方式区分：区分Ｄ(４病棟以下、重症度のしきい値12％未満)】

平成30年度の病床機能報告
	病棟名
	平成３０年７月１日時点
	入院基本料・特定入院料
	一般病棟用の重症度、医療・看護必要度を満たす患者割合
	京都方式
分析結果
	令和元年７月１日時点

	
	医療機能
	許可
病床数
	
	病室単位
	
	
	医療機能
	許可
病床数

	５病棟
	慢性期
(医療療養病床)
	５４
	療養病棟入院料１
	
	―
	
	慢性期
	５４
	慢性期
	５４

	６病棟
	慢性期
(医療療養病床)
	５５
	療養病棟入院料１
	
	―
	
	慢性期
	５５
	慢性期
	５５


（〇：地域急性期（仮）とみなす）

	病床の機能区分
	分析前
	分析後
	分析増減
	Ｒ１
	増減

	高度急性期
	
	
	
	
	

	急性期
	
	
	
	
	

	回復期
	
	
	
	
	

	慢性期
	１０９
	１０９
	
	１０９
	

	休棟中等
	
	
	
	
	

	合計
	１０９
	１０９
	
	１０９
	




医療法人社団石鎚会　田辺中央病院　【京都方式区分：区分Ｄ(４病棟以下、重症度のしきい値12％未満)】

平成30年度の病床機能報告
	病棟名
	平成３０年７月１日時点
	入院基本料・特定入院料
	一般病棟用の重症度、医療・看護必要度を満たす患者割合
	京都方式
分析結果
	令和元年７月１日時点

	
	医療機能
	許可
病床数
	
	病室単位
	
	
	医療機能
	許可
病床数

	２号病棟
	高度急性期
	４４
	急性期一般入院料１
	
	54.0
	
	高度急性期
	４４
	高度急性期
	４４

	３号病棟
	急性期
	５０
	急性期一般入院料１
	小児入院医療管理料４
（２１床）
	40.1
	
	急性期
	５０
	急性期
	５０

	５号病棟
	急性期
	４４
	急性期一般入院料１
	
	30.5
	
	急性期
	４４
	急性期
	４４

	１号病棟
	慢性期
	５０
	障害者施設等１０対１入院基本料
	
	―
	
	慢性期
	５０
	慢性期
	５０


（〇：地域急性期（仮）とみなす）

	病床の機能区分
	分析前
	分析後
	分析増減
	Ｒ１
	増減

	高度急性期
	４４
	４４
	
	４４
	

	急性期
	９４
	９４
	
	９４
	

	回復期
	
	
	
	
	

	慢性期
	５０
	５０
	
	５０
	

	休棟中等
	
	
	
	
	

	合計
	１８８
	１８８
	
	１８８
	





医療法人社団石鎚会　田辺記念病院　【京都方式区分：区分Ｄ(４病棟以下、重症度のしきい値12％未満)】

平成30年度の病床機能報告
	病棟名
	平成３０年７月１日時点
	入院基本料・特定入院料
	一般病棟用の重症度、医療・看護必要度を満たす患者割合
	京都方式
分析結果
	令和元年７月１日時点

	
	医療機能
	許可
病床数
	
	病室単位
	
	
	医療機能
	許可
病床数

	Ａ病棟
	回復期
(医療療養病床)
	６０
	回復期リハビリテーション病棟入院料１
	
	―
	
	回復期
	６０
	回復期
	６０

	Ｂ病棟
	回復期
(医療療養病床)
	６０
	回復期リハビリテーション病棟入院料１
	
	―
	
	回復期
	６０
	回復期
	６０


（〇：地域急性期（仮）とみなす）

	病床の機能区分
	分析前
	分析後
	分析増減
	Ｒ１
	増減

	高度急性期
	
	
	
	
	

	急性期
	
	
	
	
	

	回復期
	１２０
	１２０
	
	１２０
	

	慢性期
	
	
	
	
	

	休棟中等
	
	
	
	
	

	合計
	１２０
	１２０
	
	１２０
	





京都岡本記念病院　【京都方式区分：区分Ｃ(５病棟以上、重症度のしきい値22％未満)】

平成30年度の病床機能報告
	病棟名
	平成３０年７月１日時点
	入院基本料・特定入院料
	一般病棟用の重症度、医療・看護必要度を満たす患者割合
	京都方式
分析結果
	令和元年７月１日時点

	
	医療機能
	許可
病床数
	
	病室単位
	
	
	医療機能
	許可
病床数

	ハイケアユニット
	高度急性期
	１２
	ハイケアユニット入院医療管理料１
	
	―
	
	高度急性期
	１２
	高度急性期
	１２

	特定集中治療室
	高度急性期
	８
	特定集中治療室管理料１
	
	―
	
	高度急性期
	８
	高度急性期
	８

	脳卒中ケアユニット
	高度急性期
	６
	脳卒中ハイケアユニット入院医療管理料
	
	75.6
	
	高度急性期
	６
	高度急性期
	６

	４西病棟
	高度急性期
	４２
	急性期一般入院料１
	
	62.5
	
	高度急性期
	４２
	高度急性期
	４２

	５西病棟
	高度急性期
	５０
	急性期一般入院料１
	
	45.2
	
	高度急性期
	５０
	高度急性期
	５０

	７西病棟
	高度急性期
	５０
	急性期一般入院料１
	
	50.9
	
	高度急性期
	５０
	高度急性期
	５０

	５東病棟
	急性期
	５０
	急性期一般入院料１
	
	46.0
	
	急性期
	５０
	急性期
	５０

	６東病棟
	急性期
	５０
	急性期一般入院料１
	
	32.3
	
	急性期
	５０
	急性期
	５０

	７東病棟
	急性期
	３８
	急性期一般入院料１
	
	43.6
	
	急性期
	３８
	急性期
	３８

	４東病棟
(回復期リハビリテーション病棟)
	回復期
	５９
	回復期リハビリテーション病棟入院料１
	
	―
	
	回復期
	５９
	回復期
	５９

	６西病棟
(障害者病棟)
	慢性期
	５４
	障害者施設等１０対１入院基本料
	
	55.8
	
	慢性期
	５４
	急性期
	５４


（〇：地域急性期（仮）とみなす）
京都岡本記念病院　【京都方式区分：区分Ｃ(５病棟以上、重症度のしきい値22％未満)】

	病床の機能区分
	分析前
	分析後
	分析増減
	Ｒ１
	増減

	高度急性期
	１６８
	１６８
	
	１６８
	

	急性期
	１３８
	１３８
	
	１９２
	５４

	回復期
	５９
	５９
	
	５９
	

	慢性期
	５４
	５４
	
	
	▲５４

	休棟中等
	
	
	
	
	

	合計
	４１９
	４１９
	
	４１９
	


※　慢性期（障害10対1）　→　急性期（一般入院料１）（令和元年 6月～）


医療法人八仁会　久御山南病院　【京都方式区分：区分Ｄ(４病棟以下、重症度のしきい値12％未満)】

平成30年度の病床機能報告
	病棟名
	平成３０年７月１日時点
	入院基本料・特定入院料
	一般病棟用の重症度、医療・看護必要度を満たす患者割合
	京都方式
分析結果
	令和元年７月１日時点

	
	医療機能
	許可
病床数
	
	病室単位
	
	
	医療機能
	許可
病床数

	障害者病棟
	慢性期
(医療療養病床)
	６０
	障害者施設等１０対１入院基本料
	
	―
	
	慢性期
	６０
	慢性期
	６０

	
	非稼働
	１
	
	
	
	
	非稼働
	１
	非稼働
	１


（〇：地域急性期（仮）とみなす）

	病床の機能区分
	分析前
	分析後
	分析増減
	Ｒ１
	増減

	高度急性期
	
	
	
	
	

	急性期
	
	
	
	
	

	回復期
	
	
	
	
	

	慢性期
	６０
	６０
	
	６０
	

	休棟中等
	１
	１
	
	１
	

	合計
	６１
	６１
	
	６１
	


　※　一般病床　　　１床減　（令和元年10月10日～）

